lA 警告 I まをのために 


取り扱い上のごを意 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、まちびった使いか 
たをすると、火災などにより人身事故になることびあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことをおずお守りください。 

• まをのためのを意事項を守る 

•が障した5巧わずに、ソニーの相談な□へ相談ずる 

•万一、異常び起をた6 


変な音やにおい、煙び出た〇 電源を切る 

場合は_ ^ ^0 ソニ-の相談窓日へ相談ずる 


警告表示の意ほ 

取扱説明書では、次のよラな表示をしています。表示の内容をよく理解して 
から本文をお読み < ださい。 


A 警告 


この表示の注意事項を守らないと、火災■感電などによ 
り死 t や大けがなど人身事故の原因となります。 


A 、4一 この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故 
/!\によりけびをしたり周辺の家財に損善を与えたりするこ 
とがあ0ます。 


を意を促す記号 


行為を禁止する記号 


A 

か災 感電 


0 (§) ® 

禁止 接触禁止分辭禁止 


警告 I 下記のま意事項を守 5 ないと、 

A A 义災•感電にょり巧亡ゃ大け 

^ 誓 方 1 の原因となります。 


点灯したままが置しない 

火災の原因とな 


0 


ります。使用し 
ないとさは必ず 
POWER スイッ 
チを 「 OFF 」 に 
して < ださい。 



バッテリーを取り付けた^ 
ままケースに収納しない 心 

万一誤ってスイッチが roN 」 禁止 
になると、発煙、発义の原因 
となることがあ0ます。 


点'な中と消灯直をのラン 
プにをわ5ない 

ランプ及びその周辺は非常 
に高温になるのでやけどの 
恐れびあります。ランプの 
交換や収納は充分に;ちえて 
か6行ってください。 


お邮禁止 


指定ながのランプは使用 
しない 

火災の原因となります。 


0 

禁止 


巧熱孔をふさがない 

内部の温度び上がり、火災や 
故障の原因となります。 


0 


おや巧などの燃えやずい 
ものを巧付けない 

火災の原因とな D ます。 


0 

禁止 


湿気やほこ日のをい場所 
では使わない 

感電や火災の原因となること 
びあ0ます。 


0 

禁止 


アル コール やベンジン等^ 
揮巧性、引义 I 曲の高い裏' 
品をお付けたりライトの 
お<に置いた0しない 

発火、発煙の恐れびありま 
す。 


分解や改造をしない 

火がや感電の原因となりま 
す。 


分解禁止 


•バッテリーパックは NP - F 530/ F 550/ F 730/ F 750/ F 930/ F 950/ F 960/ 
500/510/710をご使用ください。 

•バッテ U - パック NP - F 530/ F 550/50 日/51日では、 t な （10 W ) のみのご使用 
となります。2阿 （2 日 W ) をご使胤こなるときは、 NP - F 73 日 / F 750/ F 930/ 
F 950/ F 960/710 をご用意ください。 


高;ちの，':モ意 

点丹中と消口直後の前面部(ガラスやランプ)は、非常に高い温度になりまずので 
充分ごミ主意ください。 


•放熱礼をふさびないでください。内部の温度びあびり、义災や事故、故障の原因と 
なります。 

•使用しないときは必ず POWER スイッチを切ってください。 

•保護カバーをはずしたままでランプを点なしないでください。 

•点な中にライトにショックを与えないでください。ランプび切れたり寿命び短く 
なったりすることびあります。 

• 過放電防止機能により、ある一定の電圧までさびるとライトび突然消えることびあ 
りますび、故障ではありません。 

電源を切り、バッテ U - パックを再充電するか、別の充電されたバッテリーパック 
をご使巧ください。 

•パ'ッテ|」ーパックは、必ず POWER スイッチを切ってから交換してください。 
•熱いガラスにかびかかると破損することびあり危険です。 

• 点む中はランプを直接見ないよラにしてください。強力な光は目を痛めるおそれび 
あります。 

• アル〕ールやベンジンなど揮発性-引火性の高し權品を近づけたり、ライトの近く 
に置かないでください。発火、発煙のおそれびあります。 

•内部に液体をこぼしたり、燃えやすいものや金属類を落とさないでください。その 
まま使巧すると、火災や事故、故障の原因となります。 

•使用中、保管中にかかわらず次のよラな場所には置かないでください。故障や、変 
形の原因とな0ます。 

-炎天下や夏場の窓を閉めをった自動車内のよラに異常に高温になる所。 
■直射日光の当たる場所、熱器具の近く。 

-激しい振動のある場所。 

•寒いところでは、バッテリーパックを使用できる時間び短くなります。温度び低い 
(1 が C 政下)と、バッテ U —パックの性能び低下するためです。より長い時間ご使 
用になるために、次のことをおすすめします。 

-バッテ U — パックをポケットなどに入れてあたたかくしておを、撮影の直前に 
バッテ U - ビデオライトに取り付ける。…カイ□をお使いになる場含は、直接 
バッテ U —パックに軸れないよラに、ごを意ください。 

-充電は室温 （1 日〜 30° C ) で、 AC アダプターに取り付けて行う。 

使い終わった6 

- POWER スイッチを必ず rOFF 」 にしてください。 

• 充分に冷めてか6収納してください。 

使用しないとをやケースなどに収納ずるときには、必ずバッテ U - パックをはず 
して < ださい。 


保証書とアフターサービス 

保記書について 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの隙、お買い上げ店でお 
受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてください。 
.保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービスについて 
調子び悪いとをはまずチェックを 
この説明書ををラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとさは 
ソニーの相談窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは保証書をご覧くださ 
し、。 

保証期間経過後の修埋は 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料修理させていただきます。 

ご相談になるとをは次のことをお知6せください。 

♦型名： HVL -20 DW 2 
♦故障の状態：でさるだけ詳しく 
参お買い上げ曰 


SONY * 3-861-783-05(1) 


バッテソー 
ビデオライト 

取巧説明書 

お買い上げいただきありがとラご 
ざいまず。 


A 警告 


電気製品は安全のためのま意事項 
を守5ないと、乂災や人身事故に 
なることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐ 
ための重要なま意事項と製品の取 
り扱いかたを示していまず。 この 
取扱説明書をよくお読みのラえ、 
製品を安全にお使いください。お 
読みになったあとは、いつでも見 
日れるところに必ず保管してくだ 
さい。 


HVL-20DW2 

Sony Corporation © 1997 Printed in Japan 


主な特長 

•スイッチの切り換えで、 widow )、 
2巧 (2 日 W ) の使い分けび巧能 
• ビデオカメラとは別電源のため、 
ビデオカメラの長時間録画び可能 
•バッテ U —パックにやさしい過放 
電防止機能付さ 

• U チウムイオンバッテ U —仕様 
•兰脚に取り付けて使用可能 
〔本体下部ネジ巧使用） 


A ホ章 I 下記のま意事頂を守 5 ないと、けび 
^~^をしたり周辺の家財に損害を与えた 


日することび友日ます。 


熟<なつたガラスに水な 
どをかけない 

破損し、けびをすることびあ 


0 

禁止 


点な中はランプを直接見 
ない 

強力な光は目を痛める恐れび 


0 

禁止 


0ます。 


あ0ます。 


鎮 

Li-ion 


U チウムイオン電池は、 U サイクルでをます。不要になった I 」チウムイ 
オン電池は、金属部にセ□パンテープなどの絶縁テープを貼って充電式 
電池 U サイクル協力店へお持ちください。 

充電式電池の回収- U サイクルおよび U サイクル協力店については 
社団法人電池工業尝ホームぺージ http :// www . baj . or.jp 佑参照してくだ 
さい。 


争、羣賣お琴打弓每富 yf きす法なし'違 http://www.sonv.co.jp/support ^ 
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この説明書は再生紙を使用しています。 











































ライトを巧ラ ランプを交換ずるには 

POWER スイッチび rOFF 」 になっていることを®語してください。 交換用ランプはソニー八□ゲンランプ XB -20 DX をお使いください。 


1 巧電したバッテリーパックを、バッテ U- バック取り付け面に 
合わせて取り付ける。 



2 ライト固定つまみをゆるめる。 



4 緑色のボタンを巧しなび己スイッチをスライドさせ、 POWER 
スイッチを rxu または rx2j に合わせる。 

ライトび点打します。 



ライトをはずす 

ライト固定つまみをゆるめる。 


バッテリーパックをはずす 

2 BATT ボタンをスライドさ 
せ、バッテリーパックを矢 
印のち向にず5してはずず。 


1 緑色のボタンを巧しなび6 
スイッチをスライドさせ、 
「OFF」 にずる。 



電源についてのごま意 



ライトに取 D 巧けたバッテ IJ ーバックで、ビデオカメラを動作さはることはでさ 
ません。 

ビデオカメラを動作させるときは、ビデオカゾラにち電源を取り付けてください。 


ライトについてのご注意 

•バッテ U- パック NP-F530/F550/500/510 では、1灯しか使えません。 

• 2灯使用可能なノ くッテ U — y てック N P-F730/F7 日 0/F930/F950/F960/ 
71日も、バッテ U —残量び充分でないと1打のみの点灯となります。 


1 本体の上下を巧さえて、保護カバーをはずず。 



2 ランプの根元をもって、新しいランプと差し換える。 



3 保護カパーをはめる。 



ライトのお手入れ 

時々、柔らかい巧でから拭さしてください。ミちれびひどいとさは、中性洗剤溶液を 

かしみくませた巧で拭いてから、もラー度から拭きしてください。シンナー、ベン 

ジン、アルコールなどは表面の仕上げをいためますので使わないでください。 

ごを意 

• POWER スイッチび rOFFJ になっているか、またはバッテ U- パックを取り 
はずしてあることを確認してから、カバーを開けてください。 

•ランプげ点灯中は、保護カバーは高温になっています。カバーび;ちえてから開 
けて < ださい。 

• 点灯中に切れたランプは高温になっています。ランプび冷えてから交換してく 
ださい。 

• 新しいランプは直接手で触れずに、乾いた巧などでくるんで取り付けてくださ 
し、。ランプの表面に指紋やミちれが付いたときは、きれいに拭きとってくださ 
し、。ランプの寿命び短くなる原因になります。 

• 新しいランプに差し換えるときは、巧に向けてまっすぐに差し込んでくださ 
い。 


ライトの上手な当てかた 

きれいな色でくっきりした画像を撮るには、明るい照明げ必要です。 

• 自然な光と影があることで立体感びでます。 

•室内照明び堂光燈の場含、画像にち b つきびでることびあります。ビデオライト 
を併用するとち6つきび消え、比較的きれいな画像になります。 

被写体へのライトの当てかた 

逆光の場合、ライトを併用すると、被写体の大切なポイント（人物の顔など）が暗 
くなりません。屋外撮影では、カメラを太陽に向けないようにします。 


主な仕様 

電源 DC 7.2 V 

消費電力 10VV/20W 切換式 

最大光度1灯 (10 W) :約4日 Ocd 
2灯 (20 W) :約8日0 cd 


照射方向水平 
照射角度約26度 
連続照射時間 


バッテリー 

パック 

1刚寺 
(10W) 

2灯時 
(20W) 

NP-F550 

約40分 


NP-F730 

約目日分 

約3日分 

NP-F750 

約105分 

約4日分 

NP-F960 

約210分 

約7日分 


(上記はそれぞれのバッテリーパックび 
充分に充電されている場合の、おおよ 
その時間を示していまず。） 

撮影距離 



1灯時 
(10W) 

2灯時 
(20W) 

約 1m 

400ルクス 

800ルクス 

約 3m 

40ルクス 

8日ルクス 

約 5m 

1日ルクス 

3日ルクス 

約 8m 

4. 日ルクス 

9ルクス 

約 10m 

3ルクス 

目ルクス 


色温度 300 OK 

平均ランプ寿命 

約100時間 

最大が形寸法 

約 48x1 巧X目4 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量 約10 Og 

(バッテリーパック含まず) 

同栖物 ビデオライト （1) 

印刷物一式 

別売アクセサI」一 

交換用八□ゲンランプ 
XB-20DX 


本機の仕様および外観は、改良のた 
め予告なく変更することびあります 
び、ご了承ください。 






























































































































































